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研究成果の概要： 

2008 年度調査が完了したことで、世界で初となるアジア 29 の国と社会に暮らす「普通の人々

の日常生活」に関する膨大なデータが出来上がった。29 カ国の国別プロファイル分析論文の刊

行に加えて、比較政治学、比較社会学、国際関係論、医学などの幅広い学問分野で比較分析が

行われ、多くの命題が仮説検証された。これらの多くは国内外の査読付き雑誌に掲載され、中

には非常に高い評価を受けた書籍や論文もある。本プロジェクトのホームページでは現在 2007

年度調査までのすべてのデータが一般公開されている。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 47,600,000 14,280,000 61,880,000 

２００６年度 68,880,000 20,664,000 89,544,000 

２００７年度 66,750,000 20,025,000 86,775,000 

２００８年度 64,100,000 19,230,000 83,330,000 

年度    

総 計 247,330,000 74,199,000 321,529,000 
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１．研究開始当初の背景 

本研究対象となるアジア社会は時に「实証
社会科学体系的デ－タの砂漠」と言われ、そ
の背景となる研究分野の進展状況は遅々と
している。实証的な社会科学研究を進展させ
るためには、経験的なデータの累積と公開利
用が不可欠である。实証的社会科学の分野に
おいて、米国では半世紀、欧州では 30 年の
歴史を持っているが、日本そしてアジアでは、
人間の社会生活について体系的に集められ
た経験的なデータの累積は著しく不十分で

ある。韓国やインド、フィリピンなどで個々
に国内で真剣に取り組まれてはいるが、文化
横断的・体系的にはまだまだ未発達である。 

アジア・バロメーターは、「アジアの普通
の人々の日常生活」について大規模に实施す
る世論調査に基づいた研究計画である。人権
状況や民主主義の展開など欧米で大きな関
心を得やすいテーマについては欧米研究者
がアジアでも積極的に展開しているが、普通
の人々の生活・規範・価値観を物理的、社会
学的にも捉えようとする研究はおそらく多
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く存在していないし、アジア社会を世論調査
で横断的体系的にデ－タ化することは二、三
の例外を除いては行っていない。また、アジ
ア地域研究においても、アジア社会を横断的
体系的にデ－タ化することは稀である。 
 
２．研究の目的 

本研究計画は「アジアの普通の人々の日常
生活」に焦点をあて、欧米の世論調査と比較
できる方法を使いながら、アジア社会の歴史
的、社会的、経済的、政治的、文化的、言語
的な特異性を十分に配慮した研究設計によ
って、アジア社会の貴重な世論調査デ－タを
作成する。そして学術的分析成果を発表し、
さらにアーカイブに保存することにより、全
世界でその成果を共有することを目的とし
ている。 

ここでの「普通の人々の日常生活」とは、
日頃何について悩んでいるか、子供はどのよ
うな人になることを親は望んでいるか、夕食
は家族と一緒にするかといったものである。
このような質問から、普通の人々がどのよう
な満足、心配、希望、欲望などを持っている
かを日常生活の社会学的物理的な側面とと
もに体系的に把握しようとするものである。 

本研究計画は、概念的にも方法的にも欧米
の比較世論調査を参照しつつ、アジア地域研
究者と交流し、ワークショップを開催するこ
とを基本とする。同時に、欧米の概念化や欧
米の方法の単純な応用では把握しにくいア
ジア特有の特異性を十分に考慮した概念化
と方法の使用によって、世界レベルの欧米比
較政治学者とアジア地域研究学者の両方に
通用するデータを作成し、分析成果を発表し、
アーカイブに蓄積していく。すなわちアジア
社会における实証社会科学の体系的データ
を生み出し、实証社会科学の研究インフラを
整備・構築することを企図している。 
 
３．研究の方法 

代表者は、2002年度にアジア・バロメ－タ
－を概念的に提唱し、2003 年度に本研究計画
のパイロット的世論調査を企業からの奨学
金を使いアジア 10 カ国（中国、インド、日
本、韓国、マレーシア、ミャンマー、スリラ
ンカ、タイ、ウズベキスタン、ベトナム）で
实施した。この研究成果は 2005 年 3 月に英
文学術書（ソースブック）として刊行した。
2004年度は、第 2回目のパイロット的世論調
査を東南アジア諸国連合と日韓中の 13 カ国
で、外務省アジア大洋州局と東京大学東洋文
化研究所の資金により实施した。このように
研究代表者は概念化、調査实施、研究分析、
そして成果刊行を主導して行った。おおまか
な研究スケジュールは次の通りである。 
（１）全体計画の進捗を監視する。 
（２）鍵となる質問票を作成・改定する。 

（３）標準となる英語質問票を現地語質問票
に翻訳する作業のチェックをする。 
（４）現地世論調査实施の進捗を監視する。 
（５）国別プロファイル論文と比較分析論文
を執筆する。 
（６）上記論文をワ－クショップで討論する。 
（７）上記論文をディスカッション・ペイパ
－として刊行する。 
（８）研究成果を英文学術論文（年次報告書）
の形で刊行した。 
（９）研究成果を内外の学会・シンポジウム
などで積極的なディセミネ－ション活動を
实施した。 
（１０）計画を反省して次年度の計画を策定
する。 

現地世論調査会社は、現地国政府と明白な
癒着がないことと、国際的にも学術的にも信
頼できる实績があることを条件に選定した。 

海外研究協力者は、一年一回質問票作成ワ
－クショップと分析ワ－クショップに参加
した。 

2005 年度調査対象国：中央アジア７カ国
（アフガニスタン、ウズベキスタン、カザフ
スタン、キリギスタン、タジキスタン、トル
クメニスタン、モンゴル）南アジア７カ国（イ
ンド、スリランカ、パキスタン、バングラデ
ッシュ、ネパール、ブータン、モルディブ）；
2006年度調査対象国：東アジア 7社会（日本、
中国、韓国、台湾、香港、ベトナム、シンガ
ポール）；2007 年度調査対象国：東南アジア
7 カ国（インドネシア、カンボジア、ミャン
マー、ラオス、タイ、マレーシア、フィリピ
ン）；2008 年度調査対象国：日本、中国、イ
ンド、アメリカ、ロシア、オーストラリア。
米、露、オーストラリアについては、地理的
だけでなく、機能的アジアもアジアと考えた。 
 
４．研究成果 
（１）国別プロファイル研究について 

2005年度調査対象国 14カ国を分析した国
別プロファイル分析論文は現地の社会科学
者によって執筆され、2008年 3月に刊行され
たソースブック（図書 4番）に掲載されてい
る。その日本語版（図書 2番）は 2009 年 2
月に刊行された。 

2006 年度調査対象国 8 カ国と 2007 年度調
査対象国 8カ国についての現地研究者による
国別プロファイル論文は、2009年 3月に刊行
されたソースブック（図書 1 番）に掲載され
ている。 

 さらに本研究期間中に、2003年度調査の日
本語版が 2005年 7 月に刊行された。2004 年
度調査対象国 13カ国の国別プロファイル論
文が収録された 2004年度ソースブック英語
版（図書 12番）は 2006年 3月に刊行された。
その日本語版（図書 9 番）は 2007年 8 月に
刊行された。 



 

 

  
（２）仮説検証的・比較分析研究について 

アジア・バロメーターのデータを使った仮
説検証的な研究は主に、日米の研究者が担当
した。ここでは次の 5つの研究テーマで得ら
れた知見を挙げる。 

①比較政治学：東アジアでは、伝統的な社
会資本（信頼）がグローバル化によって後退
し、逆に一般化された社会資本は増大すると
いう命題が实証された。 

マクロな政治体制の制度的な累積が、ミク
ロの個々人の政治体制選好を統計学的に有
意に規定するという命題が实証された。 

②比較社会学：アジアでは多くの価値観を
めぐっては、国家間の相違が階級・階層より
もはるかに大きいという命題が实証された。 

 旧英米植民地では、英語力、高所得、市場
自由化が連結しているのに対して、その他で
は英語力が高所得に連結せず、伝統的価値観
も保持されがちという命題が实証された。 

中国の都市住民の中では、低所得者層の方
が外来人口の流入に対して強い抵抗感を持
つ。都市中間層は確实に拡大しているが、そ
の多くは民主化の積極的な担い手というよ
りは現状維持を求める保守的な性格を持つ。
地方政府に対する評価は低いが、中央政府の
能力に対する信頼性は概して高い。 

③国際関係：日本からよい影響を受けてい
ると感じている回答者の割合が一番低いの
は中国、二番目に低いのが韓国なので、日本
の外交政策が直面している課題の一つは、隣
国との関係をどう改善するかである。 

 中国の内陸に住む低所得層の人々は、湾岸
に住む高所得層の人々よりも、日本から悪い
影響を受けていると感じる傾向がある。 

④生活の質：東アジアにおける生活の質は、
儒教的な価値観によって規定されるよりも、
世界の他の地域の人々と大きく違わない要
因（所得、地位、ライフスタイルなど）が統
計的に有意であることが实証された。 

 日本の生活の質に重要なのは、民主主義体
制や社会保障システムなど公的な領域に対
する満足度ではなく、友人関係や結婚生活な
ど脱物質的な領域に対する満足度である。 

⑤健康：アジア 29 カ国では人々の健康に
対する満足度はメディアに対する信頼と相
関関係にあることが統計学的に实証された。
メディアに対する信頼度を向上させること
は、人々の健康促進につながる。 

 

（３）アジア研究のインフラ構築について 
①世界では初となるアジア 29 の国・社会

と機能的なアジア 3カ国の計 32 カ国に暮ら
す「普通の人々の日常生活」に関する精密で
体系的で膨大なデータが完成した。その標本
総数は 52215になった。アジア 29の国と社
会の標本総数は 49158 である。 

②2005 年度に立ち上げた本研究プロジェ
クト専用ウェブサイトは、情報発信基地とし
て 2007 年度に大幅な改良が加えられた。ま
ずデータアーカイブとして、商用認証局から
公開鍵証明書を購入し、審査・承認システム
を導入することにより、より迅速でより効率
的なデータ配布システムを構築した。現在、
本ウェブサイトでは 2003年度から 2007年度
調査の原データが一般公開されている。また、
2006年度調査までのすべての質問に対する
単純集計グラフが掲載されている。 

③ミシガン大学 ICPSRと東京大学社会科学
研究所のデータアーカイブで 2004年度調査
までのデータが一般公開されている。 
 

（４）国内外における位置づけとインパクト 

国別プロファイル論文が収録されている
年次報告書（ソースブック）は、国内外から
高い評価を得ている。カリフォルニア大学ア
ーバイン校のラッセル・ダルトン教授によれ
ば、「2004 年度調査は情報の宝庫である。」ベ
ルリン社会科学研究センターのハンス・ディ
ーター・クリングマンは、本書はまさに「必
読書」であると述べている。 

マーシャル・ブートン The Chicago Council 
of Global Affairs 会長によれば「2005 年調
査はユニークで、非常に時宜を得た貢献をし
ている。」河東哲夫早稲田大学実員教授によ
れば、アジア・バロメーター・ソースブック
は「毎年刊行されており、既にアジアの情報
を分析・予測する上で欠くことができないリ
ソースブックとみなされている。」 

比較分析研究に関しては、政治学、社会学、
国際関係論、医学など、幅広い学問分野で
様々な命題が検証されている。これらの分析
結果はソースブックにも一部収録されてい
るが、その多くは国内・国外の査読付き雑誌
に掲載され、また書籍として刊行され、中に
は国内外で高い評価を受けたものもある。例
えば、園田茂人による『不平等国家中国：自
己否定した社会主義のゆくえ』（図書 5 番）
は社団法人アジア調査会より「第 20回アジ
ア･太平洋賞特別賞」を受賞した。猪口孝は
『アジア・バロメーターを通した国際学術発
信・討論の制度作り』という研究テーマで、
2006年に第 5回国際コミュニケーション基金
優秀研究賞を受賞した（雑誌論文 26番）。徳
田、神馬、藤井、猪口による BMC Medicine 
Vol.7, No.3, 2009（雑誌論文 7番）は、2009
年 1月 27日の時点で BMC Medicine のウェブ
サイト上で Featured articles として取り上
げられた。さらに、Englemed Health News
（2009 年 1月 22日付）や Maldives News(同
1 月 24日付)などの海外の多くの新聞で分析
結果が紹介された。 

本プロジェクトのウェブサイトからの原
データダウンロードの状況を詳しく見てみ



 

 

ると、大学の教師や研究者、学生だけでなく、
企業に勤める投資家なども含む、世界中の
人々によってデータがダウンロードされて
いる。2009年 5月 21日の時点でその数は約
550名である。そして、研究代表者・研究分
担者・連携研究者・研究協力者だけでなく、
その他の世界中の研究者やマスコミ等によ
る、本プロジェクトのデータを分析したり、
分析結果を引用したり、本プロジェクトを説
明・言及したりした刊行済みの文献の数は同
時点で 262に上る。 
 
（５）今後の展望 
アジア 29 カ国と機能的アジア 3 カ国の計 32
カ国の調査が完了したのが 2008年夏なので、
今後の展望としては、2003年度調査から 2008
年度調査すべての統合データを用いた分析
を通して、アジア全域における様々な命題の
さらなる一般化が今後期待される。 
 そして、2009年度中に 6年分の調査の原デ
ータすべてが本プロジェクトのウェブサイ
トで公開される予定である。さらに、すべて
の質問に対する単純集計グラフおよび 6年分
の時系列グラフも公開される予定である。 
   
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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